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クロサンショウウオH""obiusnigrescensStejnegerの発生に伴う
＊

含水量，全Ca量および全Mg量の変化
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Water.CaandMgcontents(expressedby%tobodyweight)werefollowed

duringdevelopmentinthelaboratorycondition.Watercontentincreased

markedlyafterhatching,andstayedunchangedtometamorphosisafterwhichit

wasdecreasedslightly・Cacontentincreasedgraduallythroughdevelopment

untilmetamorphosis.Duringmetamorphosis.Cacontentincreasedremarkably.

Thismaybeduetotheossificationofskeletalbones.Ontheotherhand.Mg

contentshowedlittlechangesduringdevelopmentandmetamorphosis.Final

ratioofCatoMgiustbeforethecompletionofmetamorphosiswas1I.

ウゥオの副甲状腺は血清Ca濃度の上昇に直接

関与せず(Oguro.1973;OguroandUchi-

YAMA.1975).有尾両生類の体内Ca濃度調節

機構は無尾両生類とは異なることが示唆されて

いる。これらを考え合わせたとき，有尾両生類

のCaの動態を調べることは有尾両生類の体内

Ca濃度調節機構の解明に重要であると考えら

れる。また両生類の成体の含水量は数種で調べ

られているが，発生に伴う変化は殆んど不明で

(Leist.1970).水と密接な関係を有する両生類

で発生に伴う含水量の推移を知ることは興味あ

るところである。

なお日頃御指導いただき，原稿の御校閲を賜

わった富山大学小黒千足教授，笹山雄一博士に

深く謝意を表する。
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約十年前には殆んど不明であった肥虫類や両

生類などの下等脊椎動物の体内Ca濃度調節機

構は近年次第に明らかになりつつある（小黒．

山根,1972)。それらによると無尾両生類の体内

Ca濃度調節機構には哨乳類と同様，内分泌器

官である副甲状腺および鯛後腺が重要な役割を

果している。即ち血清Ca濃度の上昇に副甲状

腺が(Oguro,1971;OguroeJa/.,1975).

血清Ca濃度の急激な上昇抑制に鯛後腺が関与

している(Robertson.1971;Sasayamaand

Oguro.1975)。

一方，有尾両生類の体内Ca濃度調節機構に

関する知見は乏しく，さらに幼生についての報

告はほとんどない。イモリの副甲状腺除去は血

清Ca濃度の減少およびテタニー症状を引き起

すが(Oguro.1969;OguroandUchiyama,

1975),夕イリクハンザキおよびクロサンショ

材料と方法

クロサンショウウオ〃y〃o〃“snigres-
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censStejnegerの卵塊は1977年3月24日富

山県高岡市と，同年4月4日同八尾町で採集

した。飼育は僻化前まで10℃前後のtap-

water中(3～3.5mg/100miCa,0.75mg/

100miMg)で行い，僻化後は室温で飼育し，餌

としてイトミミズを与えた。幼生のstageは津

野十蔵(1947)のトウホクサンショウウオの発

生段階図に準じ，原腸期より変態完了直後まで

の間で形態的特徴の著しい14のstageを選び

測定を行なった。

Ca,Mg測定は以下のように行なった。幼生の

体表水分をろ紙で除きwetweightを測定，

120℃で乾燥後dryweightを測定した。マッ

フル炉で灰化した後,灰を2N塩酸で希釈し，原

子吸光分光光度計(NipponJarrellAsh社

AA-80型）で全Ca,Mg量を測定した。また，

以上の結果より計算によってそれぞれのstage

におけるI.wetweight-dryweight/wet

weight(含水量).U.totalCa/wetweightお

よびtotalMg/wetweight(体重当りの全Ca

量および全Mg量),III.totalCa/totalMg(全

Mg量に対する全Ca量）を決定した。

増加し,前肢の完成するstage58で最高値約96

％を示した。その後含水量は徐々に減少し，変

態完了直前のstage66で約87%を示した。この

ことは僻化後含水量が急速に増加し，変態期を

通じてやや減少することを示している(Fig.l)。

Ⅱ体重当りの全Ca量および全Mg量

体重当りの全Ca量は卿化前で0.02%前後

の値を示した。この値は発生変態を通じ増加し，

後肢の完成するstageGlで約0.10%に達し,変

態完了直前のstage66では約0.23%を示した。

一方体重当りの全Mg量の変化はCaとは異

なり，僻化前0.034%前後の値を取り，僻化後

減少しstage52で最低値0.009%を示した。そ

の後徐々 に増加し，後肢の完成するstageGlで

約0.013%.変態完了直前のstage66では約

0.021％の値を示した(Fig.2)。
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I含水量

僻化前は70%前後の値を示し,僻化後急速に
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Fig.2.ChangeoftotalCaandMg

contentsinHynobius〃堰γ9s“〃s・

duringdevelopment.Arrowsdesignated

HandMshowhatchandcompletionof

metamorphosis，respectively．●；Ca

content,O;Mgcontent.
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Ⅲ全Mg量に対する全Caitt

解化前には全Mg量は全Ca量より多く，そ

の値は約2倍であった。しかし，僻化後全Ca量

は急速に増加し，後肢の完成するstageOlで全

Mg量の約8倍，変態完了直前のstage66で約

11倍に達した(Fig.3)。

Stage

Fig、1.Changeofwatercontentin

Hynobius冗唱γescens.duringdevelop

ment.ArrowsdesignatedHandMshow

hatchandcompletionofmetamorpho

sis.respectively.

42



クロサンショウウオの含水量及び体内Ca.Mg量

なり．発生変態に伴うCaの急速な増加に比べ

ると顕著な増加はみられない。変態に伴って起

る骨の硬化は主としてCa塩の沈着によること

を考えると興味ある知見である。０
５

。
乏
一
ｇ
ｏ
ト
、
。
○
５
↑
・
ト

一.ノー了・
●

／

ﾛ／● 文献

Guardabassi.a..1960．Theutilizationof

thecalcareousdepositsoitheendo-

lymphaticsacoftheskelton.Investi-

gallonsbymeansof"Ca.Zeitschr．f.

Zellforsch..51:278-282.

Leist.K.H.von,1970.DieBedeutungdes

Adenohypophysen-lnterenal-Systems

fiJrdenOsmomineral-Haushaltdes

Krallenfrosches(XenopuslaevisDau

din)imVerlaufderiMetamorphose.

Zool.Jb.Physiol.,75:375-401.

Oguro.C･.1969.Parathyroidglandofthe

newt.Cynopspyγγ/logaster,with

specialreferencetoparathyroid-

ectomy・Annot.Zool.Jap.42:21-29.

oguro.C.1971．Parathyroidectomyinthe

toadBufobufojaponicus・Jap.J.

Zool．.16:171-180.

小黒千足・山根重孝.1972.下等脊椎動物にお

けるCaホメオスタシス一内分泌学的観点

よりIⅡ．動物学雑誌.81:1-15.

Oguro,C.1973.Parathyroidglandand

serumcalciumconcentrationinthe

giantsalamander.Megalobα〃αchus

daUidiα〃〃s.Gen.Comp.Endocrinol..

21:565-568.

Oguro.C.Y.Sasayama,H.Ikadai,andH.

YoSHlZAWA,1975.Changesincalcium

concentrationofserumandcoelomic

fluidofthebullfrog,Rα〃αc“gs‐

beiα〃α,duringlarvaldevelopment

andmetamorphosis.-Develop.,Growth

andDiffer.,17:71-76.

H

1；
●

Q-Q-o--o.､／
01224354050弱60646566

Stage

Fig.3.ChangeofratiooftotalCato

totalMginHynobiusnigrescens.

duringdevelopment.Arrowsdesignated

HandMshowhatchandcompletionof

metamorphosis,respectively.

考察

本研究の結果，クロサンショウウオ幼生の含

水量は僻化後急速に増加し，その後変態期まで

徐々に減少することが明らかで，この結果はア

フリカッメガェルXenopuslaevisの結果

と類似する(Leist.1970)。また，アフリカツメ

ガエルの幼生では皮膚の透過'性は発生の進行と

ともに低下することが報告されており(SCHLT-

HElSefa/..1972).本種はアフリカツメガエル

と類似した水分調節機構を持つことが示唆され

る。

クロサンショウウオの全Ca量は発生変態を

通じ増加し，特に変態期における増加が著しい

ことが明らかとなった。無尾両生類幼生では変

態最盛期に骨の硬化に備え，傍脊椎石灰嚢へ

Caの沈着が起る(GUARDABASSI'.I960;PlL

kingtonandSimkiss.1966)。しかし有尾

類のクロサンショウウオでは傍脊椎石灰嚢は発

達が悪く，有尾両生類の体内Ca濃度調節機構

は無尾類とは異なることが暗示される。この点

無尾類での類似の研究がまたれる。

一方，全Mg量の変化はCaとは明らかに異
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